


































































要約:乳幼児健診の追跡的援助システムについて、3年間の研究のまとめを行った。この 3

年間の研究において、乳幼児健診の 1次スクリーニングの住民への浸透・定着率は大変に

良いが、1 次スクリーニング後の追跡的支援については満足すべきものではなかった。し

たがって、最終年度としての今年度は、乳幼児健診の 1次スクリーニングから、追跡的支

援のシステムについて、一貫した流れの中に行われるべきシステムとネットワークについ

て提言した。とくに、保健所を中心とした経過観察健診(発達健診を含む 2次・3次スクリ

ーニング機能)の充実と保健所における個々の事例に対するきめ細かな追跡支援のための

事後措置検討委員会(仮称:保健所における処遇委員会)の設置、保健所における「遊びの教

室を中心としたクループ指導や仲間づくり、保健所や市町村が中心となって民間自主保育

グループの育成と援助の重要性、さらに、中等症以上の専門療育機関において種々の療育

訓練に通所、通園する児と家族を含めた保育や地域との仲間づくりのための民間自主保育

グループの育成と援助、地域内の療育センター・医療機関と保健所・市町村とこれらの自

主保育グループや保育園・幼稚園とのネットワーク作り、さらには、保健所のグループ・

民間自主保育グループ・保育園・幼稚園等への巡回医療相談の必要性、教育委員会との連

携等について具体的に提案した。これらの乳幼児健診の追跡的援助をきめ細かく実施する

ためには、それぞれの地域特性があると考えられ、それぞれの地域に適応した工夫を要す

るが、今回の研究成果が各地域にて活かされることを切望する。さらに、今回付録として

1 次スクリーニングから経過観察健診の個々の事例についての健診内容と項目を統一する

必要性を痛感したために、各年月齢におけるハイリスク要因についての健診内容と項目の

票を作成するとともに、経過観察健診から精密検診のため判定基準の目安を作成した。 


